
［共催］ 館林市、板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町

［後援］ 群馬労働局、群馬県町村会、日本政策金融公庫前橋支店・高崎支店、上毛新聞社、群馬県商工会議所連合会、群馬県商工会連合会、

　　　　群馬県中小企業団体中央会、（一社）群馬県経営者協会、群馬県女性団体連絡協議会、JA群馬中央会、（一社）群馬県農業会議

お申し込み・問い合わせ先（いずれでも結構です。）

群馬県生活文化スポーツ部県民生活課

人権男女共同参画室　男女共同参画係

電 話：027-226-2902　FAX：027-22１-0300
E-mail:kenminsei@pref.gunma.lg.jp

群馬県産業経済部労働政策課

女性・若者就職支援室　働く若者支援係

電 話：027-226-3404　FAX：027-223-7566
E-mail:rouseika@pref.gunma.lg.jp

入場無料

ぐんま女性活躍推進
講演会

女性の活躍は、元気な群馬の原動力です。群馬県では、女性が希望に応じ、あらゆる分野に

おいて活躍できる社会を実現するため、地域の企業や団体等と連携して、「ぐんま女性活躍

大応援団」を設置し、女性の活躍を応援しています。

女性も男性もそれぞれが自分らしく活躍できる社会を目指し、「ぐんま女性活躍推進講演会」

を開催します。ぜひご参加ください！

13:30～15:30（開場13:00）

11月24日㈰

群馬県立館林美術館 講堂
（館林市日向町2003）

県内企業、地域・ＮＰＯ等で活動する方、学生の

みなさん等どなたでもご参加ください

『居場所』のない男、『時間』がない女
～だれもが幸せになるために～
水

み

無
な し

田
た

気
き り う

流氏（詩人・社会学者）

［主催］ 群馬県

場　所

対象者

定　員

令和元年

仕事以外の人生の選択肢が乏しく、世界一孤独と言われる日本人男性。一方、仕事に家事・育児

など有償・無償労働の合計が先進国で最も長く、自分の時間に乏しい日本人女性。

性別にとらわれない自分らしい生き方を実現するため、男女それぞれが抱える社会問題に触れな

がら、女性も男性も共に幸せに生きるためのヒントをお話しいただきます。

１３０名

先着



手話をご利用の方には、お席を用意いたしますので備考欄にその旨を記入してください。

氏　　　名 所属（団体・勤務先・職業・学校等） 電 話 番 号 備考（配慮事項等）

■個人情報の取り扱い：ご記入いただいた個人情報は本講演会に要する事以外には利用いたしません。

ぐんま女性活躍推進講演会申込書 （申込期限:11月15日（金））

FAX:027-221-0300

講師プロフィール

会場  群馬県立館林美術館
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流氏（詩人・社会学者）

1970年、神奈川県生まれ。

詩人、社会学者、國學院大學経済学部教授。

専門：文化社会学、家族社会学、ジェンダー論。一児の母。

詩集「音速平和　sonic peace」で第11回中原中也賞受賞。

詩集「Ｚ境」で第49回晩翠賞受賞。

2013年～15年まで朝日新聞新刊書評委員、

2015年～16年までＮＨＫ「ＮｅｗｓＷｅｂ」ネットナビゲーターを務める。

「後ろ向きの男女平等」という言葉を作り出すなど、男性、女性の生きづらさを独

自の視点で読み解き、日本経済新聞、毎日新聞等で連載をもつ。

著書に「無頼化した女たち」（亜紀書房）、「シングルマザーの貧困」（光文社新

書）、「『居場所』のない男、『時間』がない女」（日本経済新聞出版社）など。

会場の群馬県立館林美術館では、企画展示「ピカソ展－ゲルニカ[タピスリ]をめぐって」を開催しています。（期間：令和元年10月５

日～12月８日）ぐんま女性活躍推進講演会の参加者は、講演会の一環として、当日・講演会終了後に企画展示を無料でご観覧いただけます。

※　東武伊勢崎線館林駅からタクシーで１０分、東武伊勢崎線多々良駅から徒歩２０分
※　東北自動車道　館林ＩＣから約９ｋｍ、北関東自動車道　太田桐生ＩＣから約１５ｋｍ
※　当日は駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用や乗り合わせ等にて、お早めにご来場ください。


